










理研アドバイザリー・カウンシル
RIKEN Advisory Council (RAC)

バイオリソースセンターアドバイザリー・カウンシル
BioResource Center Advisory Council (BRAC)

リソース検討委員会
Resource Committees

レビュー委員会
Review Committees

Evaluation System in RIKEN

国内外有識者と各センター AC委員長により、理研の活動全般を評価、
理事長に対して提言。

Consists of International and domestic experts and the chairpersons of the Advisory 
Councils of some of RIKEN’s centers, the RAC conducts evaluations of RIKEN’s 

activities as a whole, and formulates proposals for RIKEN’s president.
RAC提言（9~15頁）

Report of RAC（ page 16-23） 

国内外有識者6名と各リソース検討委員長、レビュー委員長により、理研BRCの
活動全般を評価し、センター長に対して助言と提言。

Consists of six international and domestic experts and the chairpersons of each of the 
Center’s six Resource Committees and a Review Committee, the RIKEN BRAC 

evaluates the BRC’s activities as a whole, and formulates proposals for the BRC’s 
director.

理事長からの諮問事項 (24頁 )
Terms of Reference from the President (page 30-31)

センター長からの諮問事項 (24頁 )
Terms of Reference from the Director (page 31)

答申 (24-30頁 )
Response (page 31-37)

基盤技術開発事業及びバイオリソース関連研究開発プロ
グラムに属する6研究室の成果に対し、2～ 3年ごとに評
価並びに助言・提言。
Every 2-3 years, the Review Committee evaluates the 
outcomes produced by six laboratories belonging to the Key 
Technology Development Division or the Bioresource 
Frontier Programs, and offer advice and formulate proposals.

それぞれのバイオリソースに関する整備方針・戦略
について、評価並びに助言・提言。
Every year, each of six Resource Committees offer 
evaluation and advice, and formulate proposals  
concerning plans and strategies for each of the 
bioresources held by the RIKEN BRC. 

RIKEN BRC

Divisions, Teams and Unit

Council for Science, 
Technology and Innovation

Evaluation as 
independent administrative 
institution

自己評価
Self Evaluation

外部評価
External Evaluation

総合科学技術・イノベーション会議

独立行政法人評価

理研の評価システム

RIKEN 

理事長からの諮問事項に基づいたセンター長からの諮問事項及び各委員会からの答申（ホームページ：http://ja.brc.riken.jp/info/inform.shtml）
Terms of reference from the BRC Director based on terms of reference from the RIKEN President, and responses from each committee. 

(Website: http://en.brc.riken.jp/info/inform.shtml)
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Evaluations

評価
Activities in the RIKEN BioResource Center

事業・評価・成果

実験植物検討委員会の評価では、情報科学の研究者と連
携協力して作成しているウェブサイトを頻繁に更新する必要
があること、並びに実験植物開発室のデータベースの利便性
を継続して改善させることの2点が指摘された。同開発室は基
礎研究及び農業の応用研究において、植物の分子システム
の理解を進めるためのリソースプラットフォームの構築を計
画しており、研究活動の焦点は、他機関との連携並びに独自
でリソース開発を図るためにゲノム編集技術を活用すること
に向けられている。ウェブサイト上に具体的プロトコールを示
し、また理研BRCで研修を開催するなどして、情報の発信を
続けることとしている。今後の計画としては、植物科学研究に
おける必須のリソース拠点を築くという目標を掲げ、微生物
材料開発室と共同で、植物－微生物の共生研究を中心に取
り組んでいくこととしている。

細胞材料開発室
室長　中村 幸夫 (M.D., Ph.D.)

理研BRCは、細胞材料の世界をリードする提供機関の一つ
になっており、細胞材料開発室の新設備は世界水準である。
品質管理(細胞に細菌、菌類、マイコプラズマの混入がなく、
正しく同定)が、細胞の提供においては主要な前提条件であ
る。同開発室が提供している細胞数は年々増加しており、また
同室の細胞を基にした論文の数も年々増えている。利用者に
は細胞培養の基礎的な取り扱いに関して、簡易ガラス化凍結
法などの一連の技術研修の機会を設けている。

近年、患者から作製された多数の疾患特異的iPS細胞が寄
託されているが、細胞の提供はiPS細胞の分化能力に依存し
ており、また、遺伝的安定性も検証しなければならない。iPS細
胞の提供に関する新たな課題は他にもある。例えば、利用者
がそれぞれ自分の研究室でiPS細胞を維持するにあたり特定
の細胞培養条件を満たす技術を備えているとは限らないた
め、この技術の普及のための実施場所を確立する必要があ
る。さらに、疾患特異的iPS細胞の利用に関する研究倫理が複
雑であるため、疾患特異的iPS細胞に添付する書類作成のた
めのサポートを行うなどして、iPS細胞の利用を促進すること
が必要となる。既に、ヒトES細胞を用いた研究に関する技術
研修については実施中である。新たに寄託された多能性幹細
胞の迅速な利用が可能となるように、これらの細胞を効率よ
く効果的に提供するためのシステムを確立するには、新たな
研究チームと新たな研究場所が必要である。また、ES細胞と
iPS細胞は機能を有する分化細胞の作出に極めて有益であ
り、将来の研究に用いられる可能性が高いため、その整備に
向けても検討すべきである。

これら多能性幹細胞の多くは京都にある研究室由来である
ことから、研究室で細胞をすぐに利用できるよう、京都に理研
BRCの研究室を新設することを将来の計画として提案する。こ
の計画を実行に移し、また、筑波から細胞を提供するために
は、細胞材料開発室の使命を大幅に変更する必要が生じる。
本計画は現在進行中であり、大幅な予算の増額を要する。

遺伝子材料開発室
室長　小幡 裕一 (Ph.D.)、 発表者 村田 武英 (Ph.D.)

独自に保存する400万クローンを超える規模のコレクション
が同室の強みであり、アジア最大のDNAリソース数を誇って
いる。保存、提供、そして品質管理のためのインフラが整い、
年間1,000～2,000クローンを500機関に提供しており、そのう
ち20％は海外機関に提供している。相当な数の顧客が同室
のリソースを利用している。しかし、国内外で知名度が低いこ
とが弱みである。有用なリソースの収集及び収集したリソー
スの利用を促進する上では、主要な競争機関（Addgene）の成
功を踏まえたブランド力の向上が必要である。

微生物材料開発室(JCM)
室長　大熊 盛也 (Ph.D.)

同開発室は、収集、提供、利用者が発表した研究論文の数、
品質管理、そしてゲノム情報の整備などで優れた実績を挙げ
ている。この分野における同開発室の地位(新規登録株寄託
数世界第2位)を考えると、JCMは世界をリードする微生物リ
ソースセンターである。アジアにおける微生物研究の発展に
大きく貢献しており、微生物リソースの拠点として活動してい
る。

共生微生物は宿主の動植物の成長や健康に大きく影響を
及ぼし、共生微生物の重要性についての認識が急速に高まっ
ていることから、ヒトの成長や植物の生長に影響を及ぼす常
在微生物を今後5～10年に戦略的に収集することは理に適っ
ている。また、バイオマスを分解、転換する微生物、鉄腐食を
誘導する微生物などを戦略的に収集することは、世界が抱え
る社会的な課題及び環境の課題を解決する上で大変重要で
ある。

今後十分に業績を伸ばすために、このような微生物リソー
スの収集に関連した具体的な手法や研究体制を提示し、名
古屋議定書に適切に取り組んでいくことが重要である。

新規の利用者数の増加と、リソースプロジェクトの拡充を
目指して、途上国の微生物研究者に自由参加を呼びかけ、新
規利用者の獲得につなげることが必要である。理研BRCが品
質管理の研修を実施することは、理研BRCを中心としたネッ
トワークを途上国に確立する重要なステップになる。

JCMには、停年間近の研究員が多いため、技術継承がス
ムーズに行くような計画を立てる必要がある。現在行われて
いる微生物共生研究では、共生微生物の株やモデル植物の
数が少なく、共生微生物やモデル植物の新しいリソースの確

立のために、複雑な共生微生物の培養およびモデル植物の
開発に関する新たなリソース研究開発プロジェクトが進展さ
れようとしている。したがって、共生生物研究プラットフォーム
を構築することは適切である。

基盤技術開発事業の評価

遺伝工学基盤技術室
室長　小倉 淳郎 (D.V.M., Ph.D.)

アドバイザリー・カウンシルは、バイオリソース整備事業の
基盤の開発に貢献した同技術室が挙げた多くの顕著な実績
を高く評価し称賛する。具体例として、マウス体細胞核移植法
の開発、顕微授精法の開発、信頼性の高い凍結保存法の改
良が挙げられる。これらの研究開発プロジェクトは、既存のリ
ソースの効率的な維持と新たなリソースの確立に重要であ
る。また、同技術室は、マウスの発生におけるエピジェネティク
ス制御など、基礎生物学分野で大きな実績を挙げている。こ
れらの知見は、リソース整備事業に応用でき、理研BRCの多く
の研究チームが関心を寄せている。同技術室は、理研BRCの
発展に欠かせない新しい遺伝工学技術の開発のために適し
た立場を確立しており、その重要性は今後も変わらない。

バイオリソース関連研究開発プログラムの評価

疾患ゲノム動態解析技術開発チーム
チームリーダー　阿部 訓也 (Ph.D.)

Wntシグナルの抑制によってEpiSC（エピブラスト幹細胞）
系統を確立したことは、幹細胞リソース開発の基盤に大きな
インパクトを与えた。これは、研究がバイオリソース機関の将
来的価値を高めることになることを具体的に示す素晴らしい
例である。この方法は、他の経路や目的の青写真としても利
用できる。アドバイザリー・カウンシルは、この発見が将来のリ
ソース開発に大きく貢献することを期待している。阿部博士
は、遺伝子発現の活性化と抑制、エピジェネティクス修飾、ゲ
ノムイメージングを可能にするためCRISPR/Cas9遺伝子編集
技術システムの特徴を活用して研究を進めることを計画して
いる。これは現時点で理研BRCの研究チームにとって望まし
い方向性である。また、同開発チームは、積極的に産業界(例：
オリンパス)との連携研究を推進し、各開発室でのニーズにつ
いて、小倉、中村、吉木博士等と活発に議論している。

阿部博士は、国内外の大学院生の教育についても、大変積
極的に取り組んでいる。大学院生らにとってもリソースに関す
る知識を自国のコミュニティに持ち帰れるという利点がある。
阿部博士の研究により活発なイノベーションプロセスが可能
となり、リソース整備事業にとっても直接的なメリットになっ
ている。

マウス表現型解析開発チーム－日本マウスクリニック

チームリーダー　若菜 茂晴 (Ph.D.)

アドバイザリー・カウンシルは、同チームが国際水準の総合
的なマウス標準表現型パイプラインを構築し、実施している
点を高く評価する。研究コミュニティに対してパイプラインへ
のアクセスを可能とすることで、日本のライフサイエンスの成
長と発展に貢献している。国際マウス表現型解析コンソーシ
アム(IMPC)への参画は、この分野における日本の存在を国際
レベルで広く認知させる結果をもたらした。加齢関連疾患に
関する研究方針を実行に移すことは、日本の高齢化社会を反
映しており、IMPCと連携したプロジェクトにより標準マウス及
び変異マウスの加齢表現型解析プラットフォームを構築する
ことで、研究が大いに拡充される。また、「母体栄養効果」の評
価に重点を置くことも重要であると高く評価され、さらに、理
研の掲げるエピジェネティクス制御機構の追究という目標に
沿っている。但し、後者については、体細胞変異が要因なの
か、世代間の要因によるものかを識別できるように実験計画
を見直すべきである。

疾患モデル評価研究開発チーム
チームリーダー　野田 哲生 (M.D., Ph.D.)

野田博士のチームは競争が激しい次の3つの生物医学分
野のプロジェクト研究を進めている。①疾患表現型を示す
ENU由来の変異マウスの解析及び原因遺伝子の特定。②公
益財団法人がん研究会(JFCR)との連携によるヒトのがん細
胞を評価するための患者由来の異種移植モデルの利用。こ
れにより野田博士は、時間経過に伴うがんの安定性、転移能
力について明らかにし、オーダーメイド医療のための効果的
な標的薬物療法を確立させた。③NMRに基づくメタボローム
解析システムの開発。博士の有能な研究チームは、知名度の
高い科学誌に一連の論文を発表し、がんにおけるオーダーメ
イド医療を評価するために大変有用なプラットフォームを構
築した。過去のレビューで挙がった疑問点は上記プロジェクト
と理研BRCとの関連性であった。今回のレビューにおいても、
この素晴らしい研究プロジェクトが現在のバイオリソース及
び今後のバイオリソースプロジェクトにどのように結びつくの
かが明確でなかった。

新規変異マウス研究開発チーム
チームリーダー　権藤 洋一 (Ph.D.)

同チームは、マウス遺伝学研究に幅広く利用される重要な
リソースを開発してきた。最も重要なことは、大規模なENU誘
発変異マウスのライブラリーを構築したことである。つい最近
も次世代シーケンシングを用いたC57BL/6JJcl系統の自然突
然変異率の推定に取り組んでいる。さらに、C57BL/6参照ゲノ
ムのPacBioによる1分子シーケンシングは、マウスゲノム解析
や遺伝学解析に有用な基盤を与える可能性があり評価でき
る。近年では、初期段階ではあるが、ENUを用いたエピスタシ
スの研究及び多遺伝子の特定を研究の中心としている。しか
し、全体的に見ると、このような近年の本チームの取組みが理

研BRCの使命に貢献できているかは明らかではない。また、
ENU誘発マウス突然変異に基づく遺伝子間相互作用を解明
できるかどうかについてもはっきりしない。突然変異分野及
びゲノム分野に充てられている予算見直しの必要性について
は、以下に述べる。

マウス表現型知識化研究開発ユニット
ユニットリーダー　桝屋 啓志 (Ph.D.) 

同ユニットは、利用者にとって使いやすい統合的なマウス
表現型データベースに加えて、理研BRCのマウス以外のリ
ソース用ソフトウェア、及び理研BRC全体ためのリソース寄託
用のウェブシステムを開発した。桝屋博士の努力により、理研
BRC全体の情報インフラの改善を図る研究は期待以上の成
果を挙げた。さらに、特筆すべきは、IMPCプロジェクトにRDF
フォーマットを導入して国際貢献を果たしたことである。同ユ
ニットは、情報解析技術室の研究活動を引き継ぐ能力を有し
ている。桝屋博士はマウス遺伝学研究コミュニティにおいて
高く評価されている。アドバイザリー・カウンシルは、桝屋博士
を情報解析技術室及び開発ユニット両方の正式なリーダー
に就任させることを推奨する。

2．第4期に向けた研究体制見直しに当たって、センターが担って
きた分野において、重点化を図るべき分野（サブテーマ）や、
他分野との融合の可能性を提言する

新規変異マウス研究開発チーム

新規変異マウス研究開発チームは、ENU変異マウスライブ
ラリーの特性解析と利用促進の役割を担ってきた。この重要
なリソースによって、多様な遺伝子の点変異からなる大規模
なライブラリーが提供されている。この一連の遺伝子変異の
マウス群は、今後も長く、マウス遺伝学コミュニティにとって重
要なリソースであり、理研BRCにとっても主要なリソースの1
つであり続けるだろう。しかし、CRISPR/Cas9遺伝子編集技術
が登場し、ENU変異マウスライブラリーをさらに発展させるこ
とにメリットはない。一方、遺伝学研究及び遺伝子の機能の
研究において大変貴重な遺伝子変異のマウスを多数提供で
きることから、当面は、ENU変異マウスライブラリーを維持す
ることは重要である。

現在同開発チームの研究は、次世代シーケンサー(NGS)の
利用へ向けた様々なアプローチとマウス遺伝学研究におけ
るENU誘発突然変異を中心に実施している。現在までのこれ
らの研究は、1) 自然突然変異率の決定、2) ENUを用いて、エ
ピスタシスの解明及び多遺伝子の特定の可能性の解明を含
んでいる。加えて、CRISPR/Cas9誘発変異における選択的ス
プライシングの特性に関して観察を行っている。権藤博士は
優秀な遺伝学研究者であり、興味深い研究を実施しているが
、全体的に見ると、その研究は理研BRCにおける突然変異研
究のさらなる進展や将来のリソース及び技術開発のための
強固な戦略的基盤の提供にはなっていない。また、例えば、体
重に関わる多遺伝子の発見についての提案研究は大変難し
くリスクの高いものがあり、遺伝子発見の観点からも研究成
果は不透明である。

したがって、この研究分野への予算の見直しが必要である。
CRISPR/Cas9誘発変異による新規開発及び新規応用は、新
たな好奇心をかきたてるようなリソース開発及び臨床研究や
ヒト遺伝学コミュニティと連携した研究を理研BRCが築き上
げていくための重要な機会になる。アドバイザリー・カウンシ
ルは、突然変異やゲノム科学の分野において、将来、
CRISPR/Cas9システムを主要な開発及び技術プラットフォー
ムとすることを勧め、「次世代ヒト疾患病態モデル開発チーム
」（以下を参照）の創設計画を支持する。新たなチームは、ゲノ
ム編集技術を難病疾患のマウスモデルの作製に活用し、日本
マウスクリニックの表現型解析と連携することとなる。このチ
ームの目標は、これまで以上に幅広く国内外の生物医学コミ
ュニティをターゲットにした、理研BRCにとって基礎的かつ強
力な新リソースを開発することである。

疾患モデル評価研究開発チーム

同開発チームは、間接的(ENU誘発ヒト疾患マウスモデル)
並びに直接的(ヒト癌組織の異種移植モデル)に生物医学研
究に関連する極めて興味深く重要なデータをもたらした。野
田博士は時間を割いて個人的にこの研究の指揮をとり、研究
の大部分が出版できる内容になるよう導いた。この価値ある
研究自体はがん研究所と理研BRCによる共同研究の取組み
である。しかし、これらのプロジェクトは理研BRCの長期目標
と合致していないため、アドバイザリー・カウンシルは上記の
興味深い研究プロジェクトへの予算を以下に記載した新たな
チームの研究計画に充てるよう見直しを提案する。
新たな提案

アドバイザリー・カウンシルは以下の新たなチームを設立
する提案に全面的に合意する。
次世代ヒト疾患病態モデル開発チーム、高次細胞特性解析
チーム、創薬細胞基盤開発チーム、共生研究チーム

次世代ヒト疾患病態モデルチーム（注）

上記の議論でこの新チームの設立が喫緊課題である旨を
述べている。それは、これまで以上に幅広い臨床研究及びヒ
ト遺伝学コミュニティにとって重要となるマウスモデルリソー
スを作製することが必須であるためである。そこで、アドバイ
ザリー・カウンシルは、新規変異マウス研究開発チームに現
在充てている予算を見直し、この研究チームに充てることを
提案する。
注：加齢関連疾患及び難治性疾患

高次細胞特性解析開発チーム（注）
　
「すべての細胞の分化能力を詳細に解析することは難しい
」ため、当カウンシルは「クラウドソーシング」機能の可能性に
ついて検討することを提案する。つまり、研究者が一定期間細
胞バンクに来て(細胞バンクスタッフの指導下で)、標準的な
手法を用いて細胞分化能力を解析する。あるいは分化能力
の詳細がまだ分かっていない細胞を提供して、利用者は解析
の結果を細胞バンクと共有することである。遺伝子材料開発
室と共同で、組織特異的/分化時期特異的遺伝子プロモータ
ー制御下でマーカー遺伝子発現ウイルスを作製することも重
要である。これにより、マーカー遺伝子の発現により特異的分
化を検出できる細胞を作製することができる。
注：iPS細胞関連

創薬細胞基盤開発チーム（注）
　
当カウンシルは、創薬細胞基盤開発チームのコンセプトの
重要性を理解しており、この研究の意図を京都大学iPS細胞
研究所(CiRA)の山中伸弥所長に伝えて研究の方向性が直ち
に定められるよう求める。医学的情報や細胞分化能に関する
情報がないiPS細胞は意味がない。特性が明らかにされる細
胞の総数が減少したとしても、当カウンシルは理研BRCにこ
の提案に沿って計画を進めるよう求める。
注：iPS細胞関連

共生研究チーム

この共生プラットフォーム計画は2つのBRC開発室を連動
させ、国内外の研究における中心拠点として機能する多くの
機会を提供するため、きわめて有望なイニシアティブである
と当カウンシルは認識している。本提案には、理研の他の研
究センター(特にCSRS)と理研以外の研究機関による菌根菌
の研究が含まれている。この研究の挑戦は、優れた培養技術
を獲得することである。リスクがないわけではないが、提案さ
れている革新的なアプローチと併せて取り組むことで実現可
能である。また、この計画とミナトカモジグサの研究を連携す
ることで成果が期待できる。どの程度国際的な競争が生じる
のかは明らかではないが、ミナトカモジグサの国際的な研究
コミュニティへの参画の意向を示すことで、コミュニティにお
いて認知されたリソースとなる可能性がある。

     遺伝子材料、細胞材料、実験動物、実験植物、微生物材料
の良い評価を受けた開発室の全てが理研BRCの同じ場所に
所在していることは大きな利点であり、これを理研BRCの主
要なプロのブランド力の向上とマーケティング拡充に活用す
べきである。
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